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腹 白 米 に 関 す る 研 究

第 1報　穂 上位置 と腹 白米 の 発現

田 代 　 亨 　 江 幡 守衛 （名 古屋 大 学農学部 ）

　腹 臼米 は粒の 腹側 に特異的な 白色不透明 部を持つ 粒 で あ り、 そ の 特性 に つ い て 、 幾多の こ とが知

られ て い る。 こ れ らの 中に は 、腹白米 は 粒重 が 重 く、ま た 上位 等 級米 に 比較 的多 く含 ま れ て い る こ

とな どか ら 、 稔 りの 良 い 米で あ ると言 う考 え方 もあ る が 、腹 側 に 澱粉 の 充実 が 悪 い 部分 を持 つ た め、

「障害米」 的 で あ る と言 う見方 もあ り、 腹 白米に つ い て は 、一見矛盾 した 2 つ の 考 え方が 存在 す る。

　さ らに 、品種 の 特性 と し て
、 非常に 多発 す る品種 もあ り 、 腹 白米は

一
般 に 考 え られ て い る障害米

とは 区 別 し て 考 え る必 要が あ る と思 われ る。

　 しか しな が ら、 上述 した事 柄 に つ い て 、 不明 な点 も多 く 、 さ らに 、 腹 臼の 発生機構 に 関 し て 、ほ

と ん ど明 らか で な い
。

　著者等は 現在、腹 白米 の 特性や そ の 成因 を 知 る目的 で こ の 研 究を進 め て い る が 、 腹 白米 と 穂 上 位

置 との 関係 に つ い て 、
2 ・3 の 知見 を得 た の で 報 告 す る 。

　　　　　　　　　　　　　　　　材 料 お よ び 方 法

　材料 は 本学教寃 の 圃 場 で 栽培 し た 1968 年度産 日 本 型 品 種 、 金 南風 と イ ン ド型 品 種 、 光 杣 を 用

い た。枝梗数 の ほ ぼ 揃 つ た約 200 本 の 穂 を選 び、穂 を 上 ・中 ・下部枝 梗 の 3 つ の 部位 に 分け 、さ

らに
、 お の お の に つ き、

2 次枝 梗 の 数に よ つ て 区 別 し 、それ ぞ れ に つ き、着粒位置 別 に
、 腹 白米 、

完全米 お よ び 乳 自米 、死 米 な どを含 む狭 義 の 障害米 の 発 生 率 を調 査 した e な お 、 そ れ ぞれ の 発生率

は不稔籾 を除 い た稔実籾 数に対す る比で もつ て 示 した 。

　腹自米お よび完 全米 の 粒 重 、 粒 形 は 40 〜 50 粒用 い て 、 それ ぞれ 測定 し た 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　 結　，　 果

　まず 、穂 全体 の 中 で 、腹 白米
・
完 全米 お よび障 害米 歩 合 が ど の よ うな 開係 を 示 す か 調 べ た 。 枝梗

内の 2 次枝梗 数 の 変化 に と もな う腹 白米歩合 の 変動は第 3 図に 示 す C と く 、 2 次 枝梗数 の 増加 に と

もな つ て 、 そ の 枝梗 の 腹白米歩合は 減少 し 、 しか も、 そ の 減少率 は 上部枝梗程高か つ た
。 ま た

、 上

部 枝梗 は 下 部枝梗 に 比 べ
、 腹 白米歩 合は 高 い 値 を示 した 。 障害米 の 発生 は腹 日米 の 発生 と逆の 傾向

を示 し た （第 1 図 ）。

　腹 白米 歩合 と障害米歩合 との 関係 を第 4 図 に 示 した が 、 腹 白米 は 障害 米の 発生 と負 の 相関 関係 に

あ る こ とが 明 らか に な つ た 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日作東海支 部研究梗概　 64　 （1972 ）
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第 1 図　 2 次枝梗数 の 変化 rc ともな う障害米

　　　　歩含の 変動
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第 2 図　 2 次枝梗数 の 変化 に ともな う完全

　　　　米歩合の 変動
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第 4 図　腹 白歩合 と障害米歩合 の 関係

　次 に 、 枝梗 内 の 着粒位 置 別 に 腹 白米 、 完 全米、障害米の 発生 と の 関係 を 調 べ た 。

　腹 白米 の 発 生は 第 7 図 に 示 す C“と く、 1 次 枝梗 で は 、先 端 粒 を除 い た 　強勢 頴 果粒 に 多 く、 2 次

枝梗 で は先端粒 に 多か つ た 。 完 全米 も発生 は 強勢頴 果粒 に 多 く、障害米 は そ の 逆 の 傾向で あつ た

（第 5 、 6 図 ）。

　着粒位置で腹白米 の 発生 ec−一；定 の規則性が存在する こ とが分つ た た め 、 さ らに粒重 との関係を調 べ た 。

　 上米粒重 と腹白米歩合 との 関係を第 9 図に 示 し た が 、腹白米は 粒重 が 重 くな る程 、 そ の 発生 率 が

高 ま る こ と が 明 らか に な つ た 。
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第 5 図　障害米 の 穂 上分布
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第 6 図　完全米の 穂上分 布
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第 7 図　腹白米 の 穂上 分布

さ らに 鞭 の 総 お よ び 甜 位 置 に 樹 る齟 繍 よび完全 米 の 糎 に つ い て 調 べ tこ結 果 を第 8

図跡 し た 。 、次 鞭 内で は 、 上繖 梗 の 鶴 頴果脈 お い て 譲 白米 は 完 全米 よ り優 り・下綴

梗 で は むし ろ劣 り、 鞭 の 細 ・ よ つ て 、齟 米 と完全米の 腫 が 逆の 麟 に な る こ とが 分つ た ・

着粒位 置別で は 完全 米 と同様 な傾向 を示 し、 4 粒 目が 重 か つ た 。

鞭 の 部tSC、c よ つ て
、 駐 米 と完全 米 の 粒重 の 関係 が 変化す る ・ とが 鵬 か 1こな つ た 働 ・個 々

の 位 置 の 腹 白米 と完全米 の 粒 形に つ い て 臓 し、そ の 結 果 轜 俵 に 示 し ナ・ ・
4 粒 目に つ し’ て み る

と、上 部鞭 で は 腹白米は長 さ ． S さに お い て 完銖 とほ 胴 じ値 を示 したカ‘藹 は完全米 よ り優

つ て い た ． 下部鞭 で は長 さ 、 厚 さ は 完全米が 腹白米 よ り働 ・ 幅は ほ ぼ 同 じ値 を示 し た ・ そ こ で

それ ぞれ の 幅 と厚 さ の 比 を求 め た が 、腹 白米は 完 全米 に 比 べ 、高 い 値 を示 した 。

　な お 、 光杣 で の 結果 は金 南風の 結 果 と ほ ぼ 1司じ傾向 を示 した の で 、こ こ で は 割愛 し た。

一41 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Crop Science Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Crop 　Soienoe 　Sooiety 　of 　Japan

2i
搬 ま

XkM

i・・

　 16

　 in3

　 21

椒 o

至ig

　 l6

yγ广ご2
，

　

t

ヂ

｛

6s

粒

4

毛

3ユ

　　 毛

・ 一 ・ 1旌 米

　 第 8 図

　　　 蓄

　　 瞋

　　 亀

　　 米
　 　 　 船

　　 歩

　　 告
　 　 　 疋o

e

：1
鷲

弩
　 16

　 　 　 　

瓶 　宣　遣　　　　　　　 毛　 粒　嘘　造

　 x… 一一x
’eqbX

着粒位置 に よ る完 全米 お よび腹 白米の 粒重 の 変動
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第 9 図 　腹 白米歩合 と上米粒 重の 関係
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第 1 表　着粒位 置 に よ る完 全米お よび 腹白米 の 大 き さ

部位　着粒 1
　 　 　 　 　長

位置　完全米

　　　　粒　　　　　　　　　　　　 形

盗、米
1
謝

幅

腹 、米 1完 。檗轟。米
i
完全粟篇 米

．

上部
24

　 房瑰

5．055
．21

　 耀窮

5、065
．21

　 廓冠

2．923
．02

　  

2．993

．09

　 腕叨

1．992

．02

中部
245 ．035

．235

．075
．203

．053
．083

．043
．082

．052

．08

下 部
245 ．065

．235

．065

．202
．983
．043

．OO3

．042

．032

．05

　 屑短

1．992

．012

．052

．041

．982

，03

1，461
．491

，481

．481

，461

．48

1．501

．531

．481
．501

．

L

粒 重

1
完全米　腹白米

  　　　　叨ヨ

18 ．2　 18 ．3

19 ．5　 20 ．1r一
19 ，3　 19 ．3

20 ．8　　20 ．9

剰
　 　 　 19 ．1

　 　 　 21 ．218

．820
．4

考 察

　腹 白米 は 発 生位 置 か ら考 え る と 、 上 部枝梗 お よ び 強勢頴 果粒 に 発生が 多 い こ と が 分つ た 。 こ の

位 置 の 粒 は 発 育速 度が 旺盛 で あ る が 、腹臼米 は完全米 に 比 べ
、 初 期発 育が 盛 ん で 、後期 の 発育が

早め に 衰退 す る発育経過 を た どつ た場合に 発現 し易す くな ると考 え られ る 。

　一方 、 下部枝梗 や弱勢頴果 に 少な い の は 、こ の 位置の 粒 は発育が緩慢 で あ るが 、 後期 まで 衰退

しな い で 発 育す る た め で あ ろ う。

　粒 重 で は 、 上部枝梗 の 腹白米 は 完全 米 よ り幅 の 生長 が 優 り粒重 が 重 く、下 部枝梗 の もの は 長 さ、

厚 さ が劣 り、 粒重 が完全 米 よ り軽 い もの で あ る 。

　着粒位置 的に み て 、 上部枝梗 また は 強 勢頴果粒 で は発育速度 が早 い の で正常 に発 育 した場 合 に

も腹 白米 を 生 じ易 く、 こ の よ うな 位 置 の 粒 で は む し ろ 異 常 に 緩 慢な発 育経過 を た どる弱 勢的 な粒

の み が後期 の 発 育 を全 うし て 完全米 とな る が
、

粒 重 は な お 強勢 に は 及ば な い 。

　他方 、 下部枝梗 また は強勢頴果粒で は 発育速度 が緩慢 な が ら、発 育 が 後 期 ま で 続 い て 行 な わ れ

る傾 向に あ り、 こ の よ うな位置 の 粒 は正常 に 粒の 発育が全 う されれ ば 完全米 とな るが
、 後期 に 発

育が 衰 え た 場合 に 腹 白米 とな り前者 に 比 べ 粒 の 発 育量 も劣 つ た 障害米的 な 腹 白米 とな る もの と考

え られ る 。

　粒 形か ら見 ると、 い ずれの 腹 白米 も完全米 に 比 べ
、 粒 の 横断面が扁平 な 形 を して お り幅 に 対す

る厚 さ の 生長 が 相対的 に 劣 つ た 場合 、 即 ち初期 発 育が 旺 盛 で 、 後 期 の 発育が 早 め に 衰 退 し 、 初期

の 粒 の 発 育 に 対 し 、 後 期 の 発 育 が 相対 的 に 劣つ た 場 合 に 発 生 し易 い 粒 で あ る と 考 え る 。

　以上 か ら考 え て み る と腹 白米 は 後 期 の 登 熟が十 分で あ つ た とは 言 い 難 い た め 一種の 障害 米 と考

えて もよ か ろ う。し か し な が ら、 それ は単 な る 障害 米 とは異 な る こ と は 、 障害米 の 発 生 し難 い 強

勢頴果粒 に発生 し易い こ と 、 粒重 か ら考 え て も、 粒重 と腹自米歩合 とは正 の 相関関係が あ る こ と

な どか ら言 え る 。 今 後 は こ の 腹 白米 の 2 面 性 を さ らに 追 求 し て 行 きた い 。 （文 献 省 略 ）
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